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本日のプログラム

④

(1) 2024(令和６)年12月 5日発行 ＜疾病予防と治療月間＞

Weekly Report№２０
第３１４４回例会記録
日時：2024年11月28日(木)12:30～
会場：ホテルサンシャイン ２Ｆ
司会：高井 一博 ＳＡＡ④
★開 会 点 鐘：乾 淳 会長
★国 歌：－
★Ｒソング：それでこそロータリー
★四つのテスト：－

2024―2025年度 国際ロータリーテーマ

会長報告 乾 淳 会長②
皆様、こんにちは。本日のプログラムは、北海

道遠軽高等学校長 尾形友秀様①をお迎えしての
ゲスト卓話です。宜しくお願い致します。
本日の会長報告ですが、ロータリーバッジにつ

いてお話ししようと思います。
皆様はスーツやジャケットを着るとき、ロータ

リーバッジを着用されているでしょうか。
私は着用しています。理由としては、例会出席

時のノーバッジ防止が一番の理由でありました
が、ここ数年は少し理由が変わったような気がし
ております。

ロータリークラブでは、私のような50歳の人
間と上は90歳代の会員が同じロータリーバッジ
を着用しております。これは、ロータリアンの誇
りを示すと同時に、その責任を表しています。
私が、もしロータリークラブに入会していなか

ったら、大先輩の皆様方と一緒にお話ししたり、
一緒に食事をしたり、お酒を飲みながらロータリ
ーについて語ったり、こんな時間を過ごすことは
無かったと思います。
私にとって、このロータリーバッジは会員皆様

とロータリーの友情で繋がっている証であると思
っております。
皆様が、ロータリーバッジを着用する理由はそ

れぞれかも知れませんが、全会員がロータリアン
として誇りと責任をもっていることに違いは無い
と思います。例会場には当然のこと、また例会場
以外のところでもロータリーバッジを着用して頂
ければ、遠軽ロータリークラブの会員としての誇
りと責任、また会員間の友情がさらに深まると思
いますので、ぜひ日頃よりロータリーバッジを着
用していただければ幸いです。

幹事報告 石井 朋子 幹事③
１．かたつむりの会の第81号会報、回覧。
２．本日、例会終了後、理事会を開催します。

委員会報告
◇東海林勉 メディア副委員長⑤

本日配布の会報第19号で本日と次回のプログ
ラムが反対になっていました。お詫びして訂正致
します。（Web掲載会報は訂正します。）

本日のプログラム ゲスト卓話
大西 孝拡 プログラム副委員長⑥

本年度は5回のゲスト卓話を予定しておりま
す。今回第1回目となり、尾形校長先生をご紹介
させていただきます。私が遠軽高校のPTA会長の
時に来られて、今年で2年目の校長先生です。

遠軽高校のDXハイスクールの取組について
北海道遠軽高等学校長 尾形 友秀 様①

本日お呼び頂きまして、大変ありがとうござ
います。こういう機会はなかなかなくて、こうや
ってお話をさせて頂けるというのは、私は本当に
勉強にもなると感じております。
また、日頃から遠軽の皆様方には本校が大変お

世話になっております。
子どもたちも先生方もいろんな成果を出してき

ており、部活動もそうです。
先日、本校の吹奏楽局が花園へ行くラグビー部

の壮行会を行いまして、多くの方にご参加頂いた
ところです。 【2面へ】

【名前等の○数字は写真とその中の番号】

12月12日(木)12:30~
クラブフォーラム
年次総会

12月 5日(木)12:30~
ゲスト卓話 北海道新聞社

柳澤 郷介 遠軽支局長
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【1面より】それから弓道部も今年選抜の全国大
会に出場を決めております。また今年、部に昇
格しましたスキーも間違いなく全国に行くと思
っております。

それでは、本校のDXハイスクールの取り組み
ということですが、国の教育改革の中で、今話
題になっていることがあります。 以前から人口
減少、少子高齢化と言われていましたが、今
回、本校のDXハイスクールに関わるところとい
えば、デジタル化、それから変化の激しい不確
実性の時代、が関わってくると思っております。

グローバル化ということで、コロナが明け
て、それだけ海外の人たちが、当然来ることに
はなると思うんですけれども、やはり海外への
そういった文化とか人のこととか、そういった
ことを子供たちにも学ばせる必要があると思っ
ております。

実は日本はデジタル競争力は世界で32位とい
うデータが出ております。それからデジタルに
関係して人材のスコアというのがどんどん落ち
てきています。

ですから、もしかしたらこのままいくと世界
に取り残される可能性が十分あるという危機感
は国の方も持っているようです。これは、コロ
ナ前に当時の萩生田文部科学大臣が、「もうPC
端末は子供にとって鉛筆とかノートというよう
な文房具扱い、そういう感覚にならなければい
けない。子供たちを育成する学校が世の中のこ
ういったものに取り残されてはいけない」、と
言っていました。

私は、確かにその通りということはすごく感
じております。だから、人材育成をしないでい
ると、どんどんそれが低下していく。だからも
のをどんどんつくり上げることよりも、やはり
子供たち、人的資本をしっかり伸ばしていかな
ければいけない。今はそう言うことがどんどん
出てきているところです。

そうなったときに、多分、仕事をどうしてい
くとかということも沢山課題として出てくるの
ではないかなと思っております。

国の政策で文科省が去年今頃、報道発表、全
国1,000校、1校あたり1,000万、すごい予算をつ
けたと私はびっくりしました。今年2月に通知が
来て、先生方の理解を得て応募しました。
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【例会場/日】北海道紋別郡遠軽町大通北１丁目 ホテルサンシャインTel 0158-
42-1151 毎週木曜日12:30～13:30＊第3木曜日は夜間例会 18:00～(19:00)
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例会日 会員 出席計算 出席者数 メイク 出席率 無断欠席数 会 員 数 アップ出席報告

河原英男出席
副委員長⑦

11月21日 46 44 22 50.0％
11月28日 46 44 27 61.4％

ニコニコＢＯＸ 長嶋 宏明 親睦活動委員長⑥
木村一則君 結婚記念日、誕生日 10,000円
西 清治君 無断欠席 2,000円

2024-25年度合計 298,000円
☆閉会点鐘：乾 淳会長☆今号会報担当：西 清治委員
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これはデジタル技術を使って人材育成をしてい
こうということですが、実はその背景には理系大
学の進学者をもっと増やそうということがあります。

これはもう大学入試で「情報」が入試科目に入っ
てきますので、それをやはり普通科の高校で設置
しないのはだめだろうということで、早い段階で
設置して、来年度から3年生が取れるようになっ
ております。本校は今年「情報Ⅱ」は設置しました。

それから高性能パソコンも1台100万円ぐらい
するものを3台ぐらい、今買う予定です。実は欲
しいからすぐ買いますよというふうになかなかな
らなくて、それも行政の仕組みとして手順を踏ん
でいろんな書類を作ってというところがあって、
まだ入札ができていない状況なんです。

実は来年度もこのDXハイスクールというのは
継続すると言われています。何故かと言うと、全
体の予算はそんなに変わらないが、新たにやりた
いと言う高校も出てきてて、それにも予算を配分
したいというようです。本校ももう一回応募し
て、その予算で、子どもたちをどう育てるかとい
う部分にお金を使っていこうと考えております。

あとは、3Dプリンターとかパソコンは、必要
であれば遠軽町の方にも使っていただくような準
備を進めております。実際にできたものを見て、
ここをこういうふうに変えていくとか、最終的に
はそれを商品化するということもできると思いま
すし、例えば、本校の生徒が駅とバスセンターが
もっと近い方がいいよね、でも、どんな建物がで
きるかって、自分でデザインしてプリンターで模
型を作るってこともできるかと思うんです。そう
いったことをやっていきたいと思っています。


